
コリアン・マイノリティ研究会 
第２１６回月例研究会   

戦前朝鮮における靖国遺児参拝          

松岡 勲さん(立命館大学元非常勤講師) 

【キーワード】靖国神社・戦没者遺児・遺児参拝・植民地支配・恩賜財団軍人援護会・朝鮮総督府 

軍人の援護組織である恩賜財団軍人援護会は戦前の靖国神社遺児参拝を 1939 年から 1943 年まで毎年 1 階ず

つ行った。参拝は、全国都道府県と海外植民地（台湾、朝鮮、満州、関東州、樺太等）に及び、総計 1 万 8 千人

の戦没者遺児が靖国神社に集められた。さらに 1944 年からは、戦局の悪化と空襲の激化によって、靖国神社か

ら各地の護国神社に場所が移された。 

 当時日本の植民地であった朝鮮においても、1939 年から 1943 年までの 5 回に渡って、日本人と朝鮮人の戦没

者遺児の参加の形で実施された。1944 年、1945 年は、戦局の悪化によって、京城護国神社に戦没者の遺児参拝

が変わった。これは日本による朝鮮への志願兵制度（1938 年～）、徴兵制度（1944 年～）実施とも関連する。 

靖国神社遺児参拝は小学校 5 年生、６年生の戦没者遺児が対象であった。参拝時に新聞に掲載された作文とコ

メントを掲載した。 

具体的には以下の行程で行われた。 

・二重橋で宮城参拝、日比谷公会堂式典（厚生省・軍人援護会主催、皇后から「御汶菓」下賜）、靖国神社

昇殿、遊就館見学、東京観光（明治神宮・宝物館・海軍館等）。 

・朝鮮・台湾遺児は阪神観光（伊勢神宮・橿原神宮・桃山陵等）とセットだった。 

・朝鮮人遺児と日本人遺児は一緒に参拝したが、玉串奉奠はいずれの年も日本人遺児によって行われた。 

本報告では、戦中朝鮮における靖国神社遺児参拝の事実を追い、朝鮮の植民地支配の中で靖国神社遺児参拝が

何を狙ったかを明らかにする。※ご希望の方には論文抜き刷り（『翰林日本学』第 40 輯掲載）をお送りします。 

参 考：松岡勲（2019）『靖国を問う―遺児集団参拝と強制合祀』航思社 www.koshisha.co.jp/pub/item/756  

日 時：２０２２年９月２４日（土）１７：００～１９：３０ 

場 所：NPO 法人 猪飼野セッパラム文庫（大阪市天王寺区細工谷２‐１４‐８） 

近鉄「大阪上本町駅」から８分・地下鉄「谷町九丁目駅」・環状線「桃谷駅」から１０分、環状線・地下鉄・近鉄「鶴橋駅」から１５分 

参加費：８００円・会員６００円・学生以下無料 【要予約】 ０９０-９８８２-１６６３ masipon@nifty.com   

主 催：コリアン･マイノリティ研究会（NPO法人猪飼野セッパラム文庫内） 

      猪飼野セッパラム文庫 https://sepparam-bunko.jimdo.com   

「笹の墓標」全国巡回展大阪展（9月 21日（水）～25日（日）、本願寺津村別院）連携企画 https://www.sasanobohyo.com/event  

■「映像で見る朝鮮/韓国/在日」第 69回上映会 ドキュメンタリー映画『笹の墓標』（監督：影山あさ子・藤本幸久）  

上映作品：第 4章「未来へ」（121分）、第 5章「私たち」（107分） https://sasanobohyo.blogspot.com/  

9月 11日（日）13:30～、辻本写真館（生野区新今里 2-9-16）、入場無料（カンパ） 

http://www.koshisha.co.jp/pub/item/756
mailto:masipon@nifty.com
https://sepparam-bunko.jimdo.com/
https://www.sasanobohyo.com/event
https://sasanobohyo.blogspot.com/


１軒丸ごと朝鮮/韓国/在日の図書資料でいっぱい! みんなの居場所・まちの人権図書館! 

猪飼野
い か い の

セッパラム文庫 

  ☯이카이노 샛바람문고☯ 
古代大阪は上町台地を除き、ほとんどが海でした。その後、大阪の北と南を流れる淀川と大和川

が土砂を運び、徐々に陸地になりました。船に乗って朝鮮半島からの渡来人も多くやってきました。 

「猪飼野
い か い の

」は戦前戦後、東成区・生野区にまたがった地域の地名で、植民地期から在日朝鮮人の

集住地域として知られました。しかし、1973 年に町名改正で、地名としてはなくなりました。 

また、1980 年代から 90 年代にかけてこの付近には「猪飼野朝鮮図書資料室」「学林図書室」「青丘

文化ホール」「カラ文化情報センター」など、朝鮮韓国在日に関する専門図書館等がありました。しか

し、残念なことに、様々な事情でなくなってしまいました（現在も開館中の大阪市立生野図書館「韓

国朝鮮図書コーナー」は充実しています）。そこで、この「猪飼野」に隣接し、古代からの陸地=上

町台地の東の端にある天王寺区細工谷で、誰もが利用できる、新しいみんなのまちの人権図書館「猪飼

野セッパラム文庫」（샛바람
セ ッ パ ラ ム

とは朝鮮語で「東風
こ ち

」を意味し、「新しい風」の意味も）を 2015 年 5 月に開館

しました。“これからの、これまでの図書資料を１００年残すために！” 2021 年秋に NPO 法人に。みん

なのまちの人権図書館を作っていきましょう。みなさんのご利用・ご協力をお願いします。 

●蔵書案内（編著者名を 50 音順で配架）どなたでもご利用いただけます。【入館･閲覧無料】 

所蔵資料(日本語･朝鮮語･漢語)書籍･雑誌･チラシ･パンフレット･テープ･CD･DVD･ビデオ(未整理のもの多

数)･民族団体･民族学校･運動団体関連資料･行政外国人施策関連資料･民族まつり/マダン関連資料･モノ 

●調査相談（レファレンス）サービス：朝鮮韓国在日についての本や資料の相談。 

●関連論文･卒業論文･修士論文･博士論文の収集。●チラシ･パンフレット収集･目録作成・データベース化。 

●「猪飼野アクセスマップ」（『季刊 Sai』vol.3,1992 年掲載）の改訂作業。 

●各種講座･催しの開催：コリアン･マイノリティ研究会･「映像で見る朝鮮韓国在日」上映会･猪飼野ゼミナ

ール･ワークショップ･猪飼野フィールドトリップ･朝鮮語=韓国語講座･手話教室･講師派遣･貸室･宿泊可。 

●関連情報「朝鮮韓国在日・これからの催し」毎週月･木 2 回配信。●書籍委託販売･古本販売･グッズ販売。 

【会員登録】 年会費：正会員 6000円・賛助会員 3000円・図書貸し出し会員 1000円 ★中学・高校･大学生は無料！大歓迎！（菓子･飲み物付き） 

特典（貸出：会員限定。何冊でも可能な冊数・期間 1ケ月/関連事業参加費の割引/「これからの催し」配信） 

※維持・運営のためのカンパをお願いします。【郵便振替】NPO 法人猪飼野セッパラム文庫 00960-5-235693 

※年内の生野区への移転を計画中です。 【ゆうちょ銀行】〇九九（ｾﾞﾛｷｭｳｷｭｳ）店（099）当座 0235693 

ＮＰＯ法人猪飼野セッパラム文庫 ☯이카이노 샛바람문고☯ 
■開館:土曜日 14:00～18:00 来館前にご連絡ください。これ以外のご利用も対応可 ■入館無料 

■〒543-0032 大阪市天王寺区細工谷 2-14-8 ■HP https://sepparam-bunko.jimdofree.com/  

近鉄「大阪上本町駅」から 8 分･地下鉄「谷町九丁目駅」・環状線「桃谷駅」から 10 分、環状線･地下鉄･近鉄「鶴橋駅」から 15 分 

masipon@nifty.com ☎090-9882-1663（藤井幸之助 / 同志社大学嘱託講師・文庫主宰・コリアン･マイノリティ研究会世話人） 

朝鮮/韓国/在日を知ろう！ 

https://sepparam-bunko.jimdofree.com/

